
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党久喜市議団  №88 

市議団ニュース 

 

連 絡 先    2014年10月12日号 

杉野 修   58－9010  渡辺昌代 21－9058 

石田利春 52－7260  平間益美 23－9519 

【議員団控室（市役所4F）の住所・久喜市下早見８５－３】  

「日本共産党久喜市議団ブログ」更新中です 

 

米価が暴落でたいへん 

国・県・市は支援の手を 

 

 

              

 

米
価
が
暴
落
し
て
い
ま
す
。
６０
㌔

で
８
千
円
と
い
う
報
道
も
さ
れ
て
い

ま
す
。
コ
メ
作
り
に
は
最
低
一
表
１

万
６
千
円
の
経
費
で
必
要
で
す
。 

 

農
民
連
は
①
実
態
調
査
を
す
る
。

②
過
剰
米
の
市
場
隔
離 

③
生
産
調

整
の
５
年
後
の
見
直
し
を
撤
回
す

る
。
な
ど
を
農
水
省
に
申
し
入
れ
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
も
同
様
の
内
容

を
政
府
に
要
求
し
、
各
地
で
県
、
市

へ
の
独
自
支
援
を
申
し
入
れ
す
る
な

ど
、
奮
闘
し
て
い
ま
す
。 

               

老朽化が進むゴミ焼却炉  

 菖蒲焼却炉を増設する新たな建設案が示されました 

９月２日全員協議会、１０月１日久喜宮代衛生組合において、菖蒲

清掃センターの建て替え整備についての案が示されました。その内容

は、現在稼働している３箇所の清掃センターは、老朽化に伴い新たな

ごみ処理施設を整備することが望ましい。菖蒲町台地区住民から、菖

蒲清掃センターの建て替えと組み合わせで、周辺に「仮称本多静六記

念 市民の森・緑の公園」を合わせ持つ公園整備を求める「要望書」

が出された。８月 31 日地権者の皆さんに久喜市が「おおまかに考え

る処理施設」の説明をし、市と合意が成立した。今後事業推進をはか

り平成３５年度に稼働させたいというものです。 

焼却施設の概要 

報告では、新焼却施設は１日あたり焼却能力１５０トンを見込み、建

設にかかる費用はガス方式で 111億円を見込むとしています。 

 

現在稼働している久喜市の償却施設 

清掃センター 該当地区 竣工年(経過年数) 衛生組合計画 

久喜宮代 久喜・宮代 昭和 50年(39年) 2019年更新し稼働 

八甫 栗橋・鷲宮 昭和 63年(26年) 平成 26年延命対策 

菖蒲 菖蒲 昭和 63年(26年) 寿命延命策が必要 

今後、宮代町との対応については、３つの選択肢がある。①これまで

通り一部事務組合で継続。②久喜市・宮代町それぞれで独自にゴミ処

理を進めていく。③宮代町が久喜市に委託する。どの方向で進めてい

くか、随時宮代町と協議していくとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９
月
議
会
に
、
全
日
本
年
金
者
組
合 

久
喜
市
協
議

会
か
ら
「
年
金
の
さ
ら
な
る
削
減
を
中
止
す
る
こ
と
。

最
低
保
障
年
金
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。
ま
た
、
年
金

削
減
の
し
く
み
『
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
』
を
廃
止
す

る
こ
と
」
を
内
容
と
す
る
意
見
書
を 

国
に
提
出
し
て

ほ
し
い
旨
の
請
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
久
喜
市
議
団
は
、
紹
介
議
員
と
な
り
採
択

に
向
け
全
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。 

[

請
願
趣
旨] 

政
府
は
３
年
間
で
年
金
を
2.5
％
も
削
減
す
る
法
律
を

成
立
さ
せ
た
が
、
高
齢
者
の
生
活
と
経
済
へ
の
悪
影
響

を
避
け
る
た
め
年
金
を
下
げ
ず
に
据
え
置
き
、
現
在
の

年
金
水
準
が
保
持
さ
れ
た
も
の
。
生
活
必
需
品
の
値
上

げ
、
社
会
保
険
料
の
相
次
ぐ
引
き
上
げ
な
ど
で
高
齢
者

の
生
活
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
年
金
を
引
き
下
げ

る
こ
と
は
、
道
理
に
合
わ
な
い
。
年
金
引
き
下
げ
で
な

く
、
最
低
保
障
年
金
の
実
現
こ
そ
待
た
れ
て
い
る
。 

昨
年
１０
月
の
年
金
が
引
き
下
げ
に
、
多
数
の
受
給
者

が
行
政
不
服
審
査
請
求
を
行
い
、
そ
の
数
は
１２
万
６
千

人
を
超
え
て
い
る
。
物
価
が
上
が
り
、
消
費
税
が
増
税

さ
れ
る
な
か
、
こ
れ
以
上
年
金
が
削
減
さ
れ
た
ら
生
活

が
成
り
立
た
な
く
な
る
。
年
金
の
削
減
は
消
費
を
冷
え

込
ま
せ
、
国
の
経
済
に
も
負
の
影
響
を
与
え
、
地
域
経

済
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
安
倍
首
相
は
、
「
経

済
の
好
循
環
」
を
経
済
政
策
の
柱
に
し
て
い
る
が
年
金

の
さ
ら
な
る
削
減
は
、
そ
れ
に
逆
行
す
る
も
の
。 

さ
ら
に
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
実
施
お
よ
び
改

悪
に
よ
る
連
続
的
な
年
金
削
減
の
計
画
は
若
者
を
中

心
に
年
金
離
れ
が
一
層
進
み
、
年
金
制
度
へ
の
信
頼
は

さ
ら
に
低
下
す
る
。
と
し
て
い
ま
す
。 

採
決
の
結
果
は 

こ
の
請
願
に
賛
成
し
た
の
は
、
日
本
共
産
党
、
市
民
の

政
治
を
進
め
る
会
、
田
中
勝
氏
の
７
名
の
み
で
、
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。 

                            

 

 

           

久
喜
市
が
清
掃
セ
ン
タ
ー
統
廃
合
計
画
案
を
発
表
す
る 

現
在
の
菖
蒲
清
掃
セ
ン
タ
ー 

手
前
に
広
が
る
稲
穂
の
田
が

市
民
の
森
予
定
地 

借
り
入
れ
を
す
る
手
に
も
力
が

こ
も
る
が
、
「
コ
メ
作
っ
て
も 

飯
が
食
え
ね
え
」
の
声
も
。 

 

と
な
り
の
加
須
市
で
は
、
「
米
価
の

安
定
対
策
を
求
め
る
意
見
書
」
が
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

意
見
書
で
は
、
「
こ
れ
以
上
の
暴
落

が
つ
づ
け
ば
、
農
家
の
担
い
手
に
計
り

知
れ
な
い
打
撃
と
な
る
」
と
し
、
「
政

府
の
責
任
で
需
給
の
調
整
を
行
な
う

べ
き
で
あ
り
、
緊
急
対
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
」
と
断
定
。
政
府
に
対
策
の

実
施
を
強
く
求
め
る
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

         

年
金
下
げ
な
い
で
！ 

請
願
出
さ
れ
る
も
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
る 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/image.jsp?id=424780


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子
ど
も
た
ち
に
健
康
な
歯
を 

維
持
し
て
ほ
し
い 

問 

本
年
度
、
小
学
校
・
中
学
校
に
お
け
る
歯
肉

炎
の
児
童
数
は
何
名
か
。 

答 

小
学
校
９１
人
、
中
学
校
１７０
人
、
計
２６１
人 

問 

養
護
の
先
生
が
受
け
る
研
修
は
、
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
る
か
。 

答 

昨
年
９
月
と
11
月
久
喜
市
立
小
中
学
校
養

護
教
論
部
会
を
開
催
し
、
情
報
の
交
換
や
共
有

化
を
図
っ
て
い
る
。 

問 

市
と
し
て
、
啓
蒙
活
動
や
治
療
に
対
す
る
環

境
整
備
の
充
実
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。 

答 

保
護
者
を
対
象
に
、
学
校
歯
科
医
を
呼
ん

で
、
正
し
い
歯
磨
き
や
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
仕
方

を
指
導
す
る
活
動
や
、
朝
礼
で
も
力
入
れ
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

要
望 

歯
周
病
の
リ
ス
ク
は
、
そ
う
で
な
い
人
と

比
較
す
る
と
、
脳
卒
中
が
2.8
倍
、
心
疾
患
が
2.7

倍
、
肺
炎
に
至
っ
て
は
4.2
倍
、
糖
尿
病
は
6.1

倍
、
そ
の
他
早
産
や
低
体
重
出
産
7.0
倍
に
も

上
る
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
の
啓
蒙
活
動
を
お

願
い
し
た
い
。 

 

「
年
金
の
削
減
中
止
を
求
め
る
意
見
書
」 

年
金
者
組
合
か
ら
の
請
願
に
賛
成
討
論 

高
齢
者
の
暮
ら
し
は
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
、
政
府
が
行
う
こ
と
は
年
金
の
削
減
を
中
止
す

る
こ
と
。
２
０
１
３
年
に
、
国
連
が
日
本
政
府
に

出
し
た
「
国
民
年
金
制
度
に
最
低
補
償
年
金
を
導

入
す
る
」
こ
の
勧
告
を
実
行
す
る
こ
と
で
す
。 

こ
の
立
場
か
ら
賛
成
討
論
を
し
ま
し
た
。 

                             

 

１２
号
線
の
歩
行
者
安
全
対
策
を 

問 

県
道
川
越
・
栗
橋
線
（
１２
号
線
）
さ
く
ら

通
り
と
交
わ
る
所
の
備
前
前
堀
川
に
か
か
る

橋
は
、
歩
行
者
が
通
れ
る
状
態
で
は
な
い
。

歩
行
者
・
自
転
車
が
通
れ
る
程
度
の
橋
を
架

け
て
ほ
し
い
が
、
い
か
が
か
。 

答 

県
で
は
１２
号
線
の
歩
道
整
備
を
順
次
進

め
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
該
当
箇
所
の
整

備
は
予
定
を
し
て
い
な
い
。
市
で
は
、
安
心
・

安
全
な
道
路
環
境
作
り
の
た
め
、
歩
道
整
備

の
要
望
を
し
て
い
く
。 

市
は
児
童
虐
待
の
対
策
強
化
を 

問 

今
年
５
月
、
厚
木
市
で
起
き
た
５
歳
児
の

虐
待
殺
人
事
件
、
８
月
、
伊
予
市
の
１７
歳
少

女
暴
行
死
体
遺
棄
事
件
な
ど
子
ど
も
を
取
り

巻
く
児
童
虐
待
、
ネ
グ
レ
ク
ト
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
久
喜
市
の
相
談
状
況
、
対
応
は

ど
う
か
。
ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
っ
て
い
る

の
か
。
体
制
の
強
化
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

答 

平
成
２５
年
度
県
中
央
児
童
相
談
所
へ
の

相
談
件
数
は
、
５５
件
、
管
轄
の
警
察
署
が
14

件
で
あ
っ
た
。
継
続
対
応
は
２６
件
で
あ
る
。

久
喜
市
で
は
、
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
で
の
実
態
把
握
、
検
討
、
情
報
の
共
有
化

を
図
っ
て
い
る
。
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
や
各
児

童
相
談
員
に
よ
る
家
庭
訪
問
、
電
話
相
談
、

受
け
付
け
相
談
な
ど
細
や
か
な
対
応
に
努
め

て
い
る
。 

                          

重
症
児
を
抱
え
る
家
族
が
安
心
し
て 

暮
ら
せ
る
よ
う
に
改
善
を 

問 

岩
槻
に
あ
る
県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
が

さ
い
た
ま
市
に
移
転
す
る
。
県
は
１
週
間
に
数

日
の
み
開
業
す
る
計
画
を
発
表
。
重
症
児
の
家

族
は
、「
痙
攣
を
起
こ
す
な
ど
緊
急
を
要
す
る
場

合
に
こ
そ
現
在
地
で
」
と
の
思
い
が
あ
る
。 

市
は
当
初
、
東
部
地
域
連
絡
協
議
会
か
ら
県
に

対
し
申
し
入
れ
の
計
画
を
し
た
。
今
こ
そ
、
24

時
間
365
日
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
の
明
か
り
を

消
さ
な
い
方
向
で
声
を
上
げ
る
べ
き
で
は
。 

答 

県
の
一
部
機
能
存
続
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
、

関
係
者
の
意
見
を
十
分
聞
い
た
上
で
出
た
も

の
と
市
は
認
識
し
て
い
る
。 

要
望 

田
中
市
長
は
、
埼
玉
県
市
長
会
の
会
長
も

さ
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ
機
会
を
捉
え
要
望
し
て
い

た
だ
き
た
い
。 

稲
田
か
ら
出
る
水
に
よ
る
道
路
冠
水
対
策
は 

問 

栗
橋
地
区
で
は
、
道
路
よ
り
高
い
稲
田
か
ら

の
漏
水
で
恒
常
的
に
道
路
冠
水
し
て
い
る
箇

所
が
あ
る
。
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。 

答 

原
因
者
で
あ
る
土
地
所
有
者
や
耕
作
者
に

対
し
、
道
路
へ
漏
水
し
な
い
よ
う
適
切
な
管
理

を
お
願
い
し
て
い
く
。 

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
市
民
を
増
や
す
た
め
に 

卓
球
用
具
の
整
備
を 

問 

卓
球
台
で
修
理
が
必
要
と
さ
れ
る
台
の
、
修

理
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
か
。 

答 

８
月
末
時
点
で
修
理
の
必
要
と
な
る
も
の

が
５
台
。
そ
の
都
度
必
要
に
応
じ
て
行
っ
て
い

る
。 

                                       

学
校
教
職
員
の
は
た
ら
く
環
境
改
善
を 

 

日
本
の
教
職
員
は
、
世
界
の
先
進
国
の
中
で

も
い
ち
ば
ん
多
忙
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

問 

久
喜
市
の
小
中
学
校
で
は
、
教
職
員
の
出

退
勤
の
記
録
を
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

心
の
病
で
休
職
中
の
職
員
は
。 

答 

出
勤
が
７
時
こ
ろ
で
、
退
勤
は
、
午
後
６

時
か
ら
７
時
こ
ろ
。
（
拘
束
が
１２
時
間
近
い
） 

現
在
、
精
神
疾
患
で
休
職
が
１
名
い
る
。 

問 

出
退
勤
の
記
録
は
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
だ
が
、
文
科
省
か
ら
は
タ
イ
ム
カ
ー
ド

を
含
め
て
、
き
ち
ん
と
記
録
す
る
よ
う
に
通

知
が
出
て
い
る
。
改
善
を
求
め
る
。
そ
し
て
、

教
職
員
か
ら
は
、「
部
活
動
で
の
心
労
・
疲
労

で
本
来
の
教
育
に
影
響
さ
え
出
て
い
る
状
況

が
あ
る
」
ま
た
、「
授
業
準
備
な
ど
の
時
間
の

確
保
や
、
日
常
の
相
談
体
制
が
必
要
」
と
の

声
が
あ
る
が
。 

答 

授
業
時
間
も
増
え
て
い
る
の
で
、（
本
来
な

ら
）
人
が
増
え
る
と
こ
ろ
、
改
善
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
課
題
だ
。 

市
税
の
過
徴
収
（
と
り
す
ぎ
）
調
査
を 

問 

新
座
市
で
固
定
資
産
税
を
誤
っ
て
２７
年
間

も
多
く
と
り
過
ぎ
て
い
た
。「
小
規
模
住
宅
の

特
例
」
を
適
用
さ
せ
な
か
っ
た
た
め
だ
が
、

久
喜
市
で
は
調
査
し
て
き
た
か
。 

答 

新
座
市
の
報
道
が
あ
っ
た
の
で
、
現
在
、

９
３
０
０
件
を
調
べ
て
い
る
と
こ
ろ
。
今
現

在
で
は
、
平
成
２２
年
に
栗
橋
地
区
で
１
件
あ

っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。 

※
こ
の
後
、
今
後
判
明
し
た
過
徴
収
に
つ
い
て

過
去
２０
年
さ
か
の
ぼ
っ
て
返
金
す
る
と
答
弁
。 

                    

 

平間 
ますみ 

渡辺 

 まさよ 

 

石田 
としはる 

 

杉野 
 おさむ 

 

 

市政に住民の声を！一般質問（後編） 
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